
医王寺のラッパイチョウについて

ラッパイチョウ (Ginkgo biloba form tub柿 lia) は
ロクト

葉脚が一部もしくは全部癒合して、漏斗業 (Infundibu-
lar leaf) となっている珍しいイチョウの奇形である。
1960年11月初日、偶然に立ち寄った多紀郡丹南町北村の
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1、2 は正常銀杏
- 7 の形の奇形銀杏が一番多い

湯 浅 浩 史

禅宗東護山、医王寺で、友人の辻啓介君が変ったイチョ
ウの棄が落ちている事に気づき、それから二人で調べた
ところ相当数の奇形業を発見した。

曹 聞睡温a 。0)

(2)は( 1 ) の葉柄のつけね付近の拡大 (3)は葉身と葉柄のつけねのところに凹みを生じた葉、葉明lは
癒合していなし、。( 心- ( 句は各種移行型 (8)は完全な漏斗業 (9)は( 紛を真下からみた図
帥は朝顔型

その後11月29目、 12月 1 S， 12月3 日に任意のー米平
方の区域を選び、その中の業の奇形状態を調査したとこ
ろ別表のような結果が得られた。大体一割強の高率をも
って奇形棄が現われている。そのうち完全な漏斗葉は 2
% 位である。
この種の奇' 形はムレスズメやサトウダイコンにもみ
られ、筆者はこの他ケシにおいても発見してレる。
このような奇形が出現するのは食虫被物のサラセニア

等でみられる様に原始葉が未だ幼L、内に棄の| 二下両商何
れかの生長が促され凹みを作り、葉身に内腔を生じたま
ま成長するためからではなL、かと思われる。
大体業の外側庁、漏斗葉の内倶uとなってし、るが中には朝

顔の花のような状態のものも一例だけ発見出来た。
漏斗棄を生ずるイチ司ウの木は高さ約20m目通り 196

m 、根まわり約 5 m、樹冠北 8 m商4.2m、南 2 m、東 5
! mである O なお樹冠の南が極端に小さいのはイチョウと
| 同じ位の杉の大木があるためであり、西の広がりがやや
| 小さL、のは台風によって| 憐りの木が倒れたため校がおれ
l たからである。
樹令ははっきりしなレカ-;'J、さL、ながら手L柱がすでじ 5
6本垂れていること、寺が室町中期じはすでに建てられ
てレたこと、銀杏が 3 - 4斗とれる乙と、大きさなどか
らして相当古L、ものと思われる。

|  薬の奇形状態は種々移行L 、薬身と葉柄のっけねがわ
lずかにおj斗状に凹んでいるもの、あるいは単に小さな凹
| みだけで葉脚は全然癒着してlいないものから、完全に切
; れιみがなくなりどこが葉脚であったかわからなくなっ
てしまった様なものまでみられる。又業i心漏三1.業があら
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ラッパイョチウの奇形状態

月 日| 葉の総数| 奇形引完| 半上| 半下| 奇形率| 備 考 |

1  1216 1  133 1  34 1  50 1  49 1  10.9%1""尾脅盤 M0 '-:1: I  v V  I  '-:I:J ・己 UI四五日，境外
1  235 1  20 1  4  1  川 85%111 ・29 清掃12・1 AI 235 I  20 I  4  I  16 I  0.85%1 境内

12・1 Bi 210 21 I  6  15 10.0% 1 /  

があるように思われる。
昨年は時期が遅すぎ、銀杏の奇形

がどれくらし、の割合で生じるか、残
念ながら調べることが出来なかっ
た。然し相当数眼につき、葉にあら
われる奇形率位はありそうである。

;:;121-i;tlv千12日::コトト 寺は道路のすぐそばにあり、道路
よりは 1 mほど小高くなっており境
内の表面は常に乾燥している様であ
るO 然し寺の 120m ほど北を加古川
の源流篠山川が流れているので、土
中の深いところでは水分が豊富であ
ると思われる。イチョウにおける葉
の変化は水分調達に原因あるといわ
れているから、このことが奇形に関
係してし、るのかもしれない。

185 I  30 I  61 I  94 I  14.0% 1/ 

567 I  102 465 11.8% 

( 註〉ここでし、う完とは葉脚の全然わからなくなったもの。半上とは
葉脚カ} 半分以下しか認められないもの。二つ切れこみがある場
合長い方を葉脚とみな L t::.o なお葉脚がほんの一部でも癒合し
ていれば奇形とみなした。単なる凹みで葉脚の癒合していなし、
ものは正常葉の中にふくむ。

なおこのイチョウの木には極くわ
われる様に、銀杏におし、ても一部にきまった様な形で凹 | ずかながら葉上に原基を有するものもみられ、近い将来
みを生ずるものか多数みられる。曲玉の少しくびれた様 | にはオハツキ銀杏も出現することと思われる。
な形であるが、ちょっとみれば僧が衣のそでをあわせて [  この木の二世ーもあるそうであるから遺伝的にこの性質
拝んでいるようにも見えるn そして左右の衣のそでの合 | が伝わっているかどうか、さし木して環境をかえても奇
せnとみえるところだけに稜があらわれてレる。 I 形葉があらわれるかどうか、あるいは顕微鏡的にその成
この銀杏に凹みが出来る事と漏斗葉との出jに何か関連 | 因を研究したいと考えている。
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